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歳出
 

一般会計予算総額　788 億 2,000 万円
前年度予算比 3.1％（23 億 4,000 万円）増

■歳入…税金や地方交付税など市に入るお金
■市税…市民税や固定資産税など市民の皆さんからの税金
■諸収入…給食費など、収入のどの区分にも属さないお金
■繰入金…基金から一般会計に組み入れるお金
■使用料及び手数料…市の施設などの使用料や住民票発行な
どに係る手数料
■寄附金…ふるさと納税などの市に対して寄附されるお金
■地方交付税…市の財政状況に応じて国税の一部から交付さ
れるお金
■国庫支出金…特定の事業の経費に充てるため、国から支出
されるお金
■市債…財務省や金融機関などからの借入金
■県支出金…特定の事業の経費に充てるため、県から支出さ
れるお金
■その他…自主財源では繰越金や財産収入、依存財源では地
方消費税交付金など

用語解説 歳入

用語解説

■歳出…各種経費など市から出ていくお金
■民生費…子どもやお年寄り、障がい者への福祉などに要す
る経費
■教育費…小・中学校の教育施設や文化の向上などに要する
経費
■公債費…借入金の返済に要する経費
■土木費…道路や河川、まちづくりに要する経費
■総務費…庁舎の管理、戸籍、徴税、選挙など市役所を運営
するための全般的な経費
■衛生費…健康診断や予防接種、ごみの収集処理などに要す
る経費
■商工費…商業や工業、観光の振興、公園の維持などに要する
経費
■消防費…消防や救急、防災などに要する経費
■農林水産業費…農産物の生産性向上や農村の整備などに要
する経費
■その他…議会費、労働費、災害復旧費など

一般会計 歳入 788 億 2,000 万円

一般会計 歳出 788 億 2,000 万円

一般会計一般会計

特別会計とは、特定の収入を財源とし
て特定の事業を行うため、一般会計と
分けて経理する会計です。弘前市では、
国民健康保険特別会計、後期高齢者医
療特別会計、介護保険特別会計の３つ
の特別会計があるほか、令和４年度に
限り、病院事業清算費特別会計を設置
しました。

特
別
会
計

予算額　184 億 537 万円
前年度予算比 …… 3.6％（6 億 8,541万円）減

予算額　 22 億 1,654 万円

予算額　204 億 8,722 万円

予算額　 4 億 7,506 万円

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

病院事業清算費

　令和４年第１回市議会定例会（３月17日閉会）で、令和４年度の予
算が議決されました。ここからは各会計の予算について紹介します。
■問い合わせ先　財政課（☎35-1110）

前年度予算比… 6.0％（1 億 2,588 万円）増

前年度予算比 ……… 4.6％（9 億 825 万円）増

前年度予算比 ……………………………… 皆増

市税（24.9%）
195億 8,836万円

自主財源
（34.4%）

依存財源
（65.6%）

地方交付税（25.0%）
197億円

国庫支出金
（19.0%）
149億 9,018万円

市債（7.4%）
58億 5,270万円

その他（6.8%）
53億 4,930万円

諸収入（3.5%）
27億 5,599万円

その他（0.6%）
5億1,498万円

使用料及び手数料
（1.5%）
11億 8,256万円
寄附金（1.4%）
11億 2,089万円

繰入金（2.5%）
19億 7,230万円

県支出金（7.4%）
57億 9,274万円

民生費（42.3%）
333億 3,117万円

公債費（11.0%）
86億 4,382万円

総務費（7.6%）
60億 1,214万円

商工費（5.1%）
40億 991万円

その他（0.7%）
5億4,451万円

土木費（8.8%）
69億 5,904万円

消防費（3.2%）
25億 4,025万円

目的別

衛生費（6.6%）
52億 3,468万円

農林水産業費（2.6%）
20億 1,137万円

教育費（12.1%）
95億 3,311万円

令和 ４年度　 施 政 方 針
「市民と心を一つにし、
これからも共に走り続けたい」

　令和４年第１回市議会定例会の初日（２月 18
日）、櫻田市長は施政方針演説を行い、新たな年
度に向けた決意とともに、市が今後１年間目指し
ていく方向を示しました。今号では、この「施政
方針」と、市議会定例会で議決された各会計予算
や主な事業などを紹介します。施政方針の全文は、
市ホームページをご覧ください。

特 集

施政方針と予算

平　　　成30年４月、市町村合併後の第４代弘前　　　市長に就任するに当たり、市民の皆様に大
きく４つのお約束をいたしました。
　その１つ目は、市民のため、弘前市発展のため、
市民感覚、市民目線をしっかりと胸に刻み、これ
からの市政運営をしていくこと。
　２つ目は、喫緊の課題である中核病院について、
早期に意見調整を進めるなど、１日も早い整備に
努めること。
　３つ目は、除排雪、子育て、福祉、医療、教育、
産業振興などの課題についても、一つ一つ着実に
進めていくこと。
　４つ目は、４年間、様々な課題に正面から向き
合って、新しい弘前をつくり上げていくこと、で
あります。
　これらは、「市民生活を第一に」という政治理
念と、市民の「くらし」を支え、市民の「いのち」
を大切にし、次の時代を託す「ひと」を育てると
いう３本の柱を基本とした市政運営を具体的に表
したものであり、「この弘前を活気のある元気な
まちにしたい」という強い思いで、市長として一
貫して追い求めてきた、「市民の幸せ」と、「市の
発展」を実現するための約束であります。

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、
厳しい状況が続く中で、市長任期の節目となる令
和４年度を迎えるに当たり、市民の皆様をはじめ、
関係各位に対しまして、これまでの市政運営に関
するご理解とご協力に、改めて深く感謝の意を表
する次第であります。
　まちのあるべき姿を現実のものとし、市民の幸
せな暮らしの実現に向けて、「市民生活を第一に」
着実に取り組んでまいります。
　また、その取組に当たっては、これまでの４年
間において、築き上げてきた市民の皆様との協力、
信頼関係を基盤として、同じ目標を持って心を一
つにするという「一味同心」により、お互いの呼
吸と歩幅を合わせ、常に並走してまいります。
　それが私自身にとって理想の市政運営であり、
山積する地域課題の解決方法として、最善の策で
あると思っております。
　これからも市民のため、弘前市の発展のために、
ひたむきに市政運営に邁進してまいりますので、
市民の皆様のご理解とご協力を賜りますようお願
いを申し上げまして、令和４年度の施政方針とい
たします。
※「令和４年度施政方針及び予算大綱」を要約・抜粋しました。
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